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１．漁師自慢の魚「プライドフィッシュ」プロジェクト     全漁連 

 全漁連では、消費者に再び本物の水産物の価値を認識してもらい、消費を喚起していくた

め、各都道府県のＪＦグループが自信をもって勧める漁師自慢の魚を季節毎に選定し、本当

の魚のおいしさや旬等について全国的に情報発信することによって、広く消費者に知っても

らい、食べてもらうことを通じて、おいしい魚を食べた感動を提供していく取組みを本年度

から展開することとなっています。 

 具体的には、地元で水揚げされ、旬を明確にした漁師自慢の魚を「プライドフィッシュ」

として、春夏秋冬 4魚種を（1年間）選定し、地元での積極的なＰＲとともに、ＪＦ全漁連

が作成する情報コンテンツで、食べられる店や買える店等の情報を全国的に発信することに

よって、おいしい魚を食べた感動を提供し、こだわりの魚を求める消費者の需要に応えるこ

とで、全国的な消費拡大につなげたいとしています。 

 今後、3年間を取り組み期間として位置づけており、5～6月以降には、ホームページによ

る公開やＰＲ活動が予定されていますので、ＨＰ掲載に向けた本県における情報コンテンツ

作成のため、各浜々からの情報（旬・いわれやストーリー・特徴、漁法や漁港・水揚げ状況

並びに食べられる店の店名・住所・連絡先・定休日、商品名、料理名、価格帯、立地条件、

店のＰＲポイント）の提供等にご協力くださるようお願いいたします。 

  

２．県下沿海地区漁協 役員改選のお知らせ 

3 月に総（代）会を開催した沿海地区漁協のうち、任期満了等による役員改選を行った漁

協において、次のとおり代表理事組合長が決まりましたので、お知らせします。 

漁協名 代表理事組合長名 漁協名 代表理事組合長名 

内   浦 大沼富久 氏（再） 沼津我入道 鈴木 操 氏（新） 

静   浦 大川隆夫 氏（新） 浜   名 山下光夫 氏（新） 

 

３．「気象通報」（漁業気象通報）の放送が削減      ＮＨＫラジオ第 2放送 

 気象通報は、正式には「漁業気象通報」と呼ばれ、気象庁からのデータに基づき、前半は

海上を含む全国 54 地点の天気や気温等の現況、後半は低気圧や等圧線の位置等を伝えてい

ます。 

 現在、ＮＨＫラジオ第 2放送で、毎月 3回（午前 9時 10 分、午後 4時、午後 10時の各 20

分間）放送されていますが、情報通信の発達に伴う利用漁業者の大幅な減少等により、ＮＨ

Ｋの新年度である平成 26年 3 月 31 日から放送回数を減らし、毎日 1回（午後 4時）の放送

とすることが決定されています。 

 なお、ＮＨＫにおいては、「気象通報」の放送回数削減を受け、現在ラジオ第 1で放送（一

部地域を除く）している「海上気象」の放送回数を増加し、海上気象情報を充実する方向で

検討中であることを申し添えます。 

 

４．漁協女性部員が一堂に会する           県漁協女性部大会 

 県漁協女性部連合会（鈴木美保子会長）では、3月 6日静岡市ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟにおいて、県下漁

協の女性部員等約 130 名の参加のもと第 57 回県漁協女性部大会を開催しました。当日は、

漁協女性連綱領及び水産物消費拡大 5か条を唱和した後、鈴木会長の主催者挨拶に続き、来

賓からは祝辞が述べられました。 

 その後、基調講演として食に関する著書のあるジャーナリスト山本祥子さんが地域で獲れ

る魚を加工してブランド化するノウハウを解説し、島根県の炙りワカメなどを紹介、静岡に

はおいしいお酒があり、お酒にあう特別なつまみを作ることを出席者に呼びかけました。 

 また、昼食の時間を利用し、由比港漁協女性部等が開発した商品の試食をしたほか、全国

の水産加工品を肴に静岡産純米酒とお茶を試飲するなど有意義な一時を過ごすとともに部

員相互の親睦を深めました。 

 

５．第 44期生 10人の海の若人 巣立つ        県立漁業高等学園 

 県立漁業高等学園では、3 月 14 日平成 25 年度（第 44 期生）卒業式が執り行われ、本県

漁業の次代を担う海の若人 10 名（総合漁業科・航海選専攻 7名、機関専攻 3名）が巣立ち

ました。式典では、卒業生全員に卒業証書が授与された後、町田園長式辞に続き、来賓の中

野焼津市長及び加藤同学園顧問がそれぞれ卒業生に対し、祝辞を述べられました。これに対

し、卒業生代表の松永康輔さんが力強く答辞を述べ、卒業式は閉会しました。 

 なお、卒業生 10 名は、次のとおり漁業関係に就職することが決定しています。 

 ▽遠洋まぐろ船 2名 ▽遠洋かつお船 4名 ▽近海まき網船 3名 ▽近海さば船 1名 

  

６．本会 人事異動のお知らせ 

 本会では、次のとおり職員の人事異動を発令しました。（カッコ内は旧役職） 

◇異動 4月 1日付 ▽漁業振興課長兼協同組合課 高木基良（石油課長兼資材課長）▽経

理課長 池ヶ谷渉（漁業振興課長兼協同組合課）▽石油課長兼資材課長 上嶋永昭（経理課

長）▽静岡事業所長 牛島秀和（販売課長）▽静岡事業所主任 森下 謙（静岡事業所主任

兼所長事務取扱）▽石油課主任兼資材課主任 大石 衛（焼津事業所主任）▽焼津事業所浜

名駐在 田中 守（静岡事業所）▽焼津事業所 塚原善樹（石油課兼資材課）▽静岡事業所 

大石義将（焼津事業所浜名駐在）▽総務課 白田吉昭（静岡事業所）▽静岡事業所 関原佑

梨（経理課） 

◇昇任 4月 1日付 ▽温水利用研究センター沼津分場生産担当主任 金子達郎（温水利用

研究センター沼津分場） ▽経理担当主任 鈴木康高（経理課） 

◇退職 3 月 31 日付 ▽稲葉義之（温水利用研究センター所長） ▽佐藤和歩（沼津事業

所） ▽堀内敏明（温水利用研究センター技術顧問＜嘱託＞） 

◇新規採用 4月1日付 ▽静岡事業所 東 知寛 ▽温水利用研究センター所長＜嘱託＞ 

渥美 敏 ▽温水利用研究センター＜嘱託＞ 稲葉義之 

 

 

 

 


